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　　  市議会だより

9月28日 大竹市 災害ボランティアセンター
運営 シミュレーション研修
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◆正副議長挨拶
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大
竹
市
議
会
だ
よ
り
を
お
開
き
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
般
令
和
元
年
９
月
大
竹
市
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
第
38
代

大
竹
市
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
細
川
雅
子
と
副
議
長
の
寺
岡

公
章
で
ご
ざ
い
ま
す
。

元
号
が
令
和
に
な
っ
て
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
加
え
て
の
大
竹
市
議

会
が
発
足
し
て
お
り
ま
す
。

９
月
議
会
で
は
、
議
会
運
営
の
中
心
と
な
る
人
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議
員
歴
の
若
い
２
期
目
の
議
員
が
常
任
委
員
会
や
特
別
委
員
会
の
委
員

長
に
選
任
さ
れ
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
顔
ぶ
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
度
の
選
挙
が
大
竹
市
の
歴
史
上
は
じ
め
て
の
無
投
票
と

な
っ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
新
た
に
設

置
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
特
別
委
員
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ

い
た
「
市
民
の
皆
様
に
開
か
れ
た
議
会
、
市
民
参
加
を
進
め
る
議
会
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
」
の
姿
の
実
現
に
向
け
た
改
革
へ
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
歯
止
め
の
か
か
ら
な
い
人
口
減
少
と
そ
れ
に

派
生
す
る
問
題
、
高
齢
社
会
の
到
来
に
よ
る
問
題
、
神
奈
川
県
厚
木
基

地
か
ら
空
母
艦
載
機
の
移
転
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
る
様
々
な
問
題
な

ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
社
会
は
Ａ
Ｉ
技
術
の
進
歩
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
価
値
観
も

多
様
化
し
、
生
活
様
式
も
変
化
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
変
化
の
波
を
感
じ
な
が
ら
も
、
生
活
に
根
ざ
し
た
意
思
決
定
を
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
の
満
足
感
が
高
ま
り
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実

感
で
き
る
大
竹
市
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ま
ち
の
課
題
を
市
民
の
皆
様
と
共
有
し
、
一
緒
に
考

え
て
具
体
的
な
解
決
策
を
提
案
で
き
る
よ
う
、
議
会
が
一
丸
と
な
り
責

任
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新体制決まる
９月定例会で、正副議長、各常任委員会、各特別委員会等の改選が行われました。

議長
　細川　雅子

副議長
　寺岡　公章
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常　任　委　員　会

議 会 運 営 委 員 会

議会に上程された議案や陳情
等の内容は広範囲にわたるため、
担当を分け、それぞれの委員会
で調査・審査を行っています。
その後、本会議において議員
全員によって決定されます。
大竹市議会では、２つの常任
委員会を設けており、必ずどち
らかに所属することになってい
ます。

円滑な議会運営のため、運営全般について
協議し、意見調整を図る場として設置された
委員会です。
例えば、会期や議事日程の決定、議会関係
の条例や規則等の取扱いなどを協議します。

【委 員 長】　児玉 朋也
【副委員長】　和田 芳弘
【委　　員】　北地 範久　　西村 一啓
　　　　　　　網谷 芳孝　　日域 究

【後列左から】
　小中 真樹雄　網谷 芳孝　山本 孝三
　児玉 朋也　　小田上 尚典
【前列左から】
　山崎 年一（副委員長）
　西村 一啓（委員長）　寺岡 公章

【後列左から】
　中川 智之　原田 孝徳　和田 芳弘
　賀屋 幸治　藤川 和弘
【前列左から】
　日域 究（副委員長）
　北地 範久（委員長）　細川 雅子

常任委員会組織及び所管部署

総 務 文 教 委 員 会 生 活 環 境 委 員 会

業務課・工務課

健康福祉部 地域介護課・福祉課・保健医療課

市民生活部 自治振興課・市民税務課・環境整備課

建設部 監理課・土木課・都市計画課

上下水道局

教育委員会 総務学事課・生涯学習課

会計課

総務部
総
務
文
教
委
員
会

生
活
環
境
委
員
会

その他行政委員

総務課・企画財政課・産業振興課

消防本部・消防署
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【委員長】　賀屋 幸治　　　【副委員長】　西村 一啓
【委　員】　原田 孝徳　　　　中川 智之　　　　和田 芳弘
　　　　　　網谷 芳孝　　　　児玉 朋也　　　　山本 孝三

【委員長】　寺岡 公章　　　【副委員長】　日域 究
【委　員】　藤川 和弘　　　　小中 真樹雄　　　小田上 尚典
　　　　　　西村 一啓　　　　網谷 芳孝　　　　山崎 年一

岩国基地への空母艦載機の移駐完了後、騒音被害の増大や、事件・事故への不安など、市へ
の多大な影響が懸念される状況の中、基地周辺対策について協議するため設置された委員会

新たに生ずる市政の課題を踏まえ、市民に開かれた議会、市民参加を推進する議会、市民に
信頼される議会を目指し、民主的な市政の発展と議会の活性化につながる議会改革の推進につ
いて検討するため設置された委員会

基 地 周 辺 対 策 特 別 委 員 会

【委員長】　北地 範久　　　【副委員長】　小田上 尚典
【委　員】　藤川 和弘　　　　原田 孝徳　　　　小中 真樹雄
　　　　　　中川 智之　　　　日域 究

市議会の活動状況について適切な情報をお伝えする「市議会だより」の編集発行および
議会の広報広聴の在り方に関する事項の調査研究等を行うため設置された委員会

広 報 広 聴 特 別 委 員 会

議 会 改 革 特 別 委 員 会
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議会 日誌 8 月～10 月

議会改革特別委員会

議会事務局

総務文教委員会（常任委員会）

生活環境委員会（常任委員会）

議
会 議会運営委員会

基地周辺対策特別委員会

広報広聴特別委員会

【議会議員】
　　賀　屋　幸　治　　　北　地　範　久
　　和　田　芳　弘　　　山　崎　年　一

【監査委員】
　　西　村　一　啓

網　谷　芳　孝

【議会議員】
　　寺　岡　公　章

宮島ボートレース企業団大竹市監査委員

議会構成図

広島県後期高齢者
医療広域連合

８月� ６日 岩国大竹道路建設促進期成同盟会総会（岩国市）
27日 岩国大竹道路建設促進期成同盟会中央要望（東京都）

９月� ４日 本会議
総務文教委員会
生活環境委員会

５日 本会議
議会運営委員会
総務文教委員会
生活環境委員会

９日 議会運営委員会
13日 各派代表者会議
17日 議会運営委員会

本会議
広報広聴特別委員会

19日 総務文教委員会
総務文教委員協議会
総務文教委員政策研究会

20日 生活環境委員会
生活環境委員協議会
生活環境委員政策研究会

24日 議会運営委員会
27日 本会議

決算特別委員会
基地周辺対策特別委員会
議会改革特別委員会

10月� ２日 決算特別委員会
広報広聴特別委員会
議会報告会班長会議

８日 決算特別委員会
総務文教委員協議会

９日 広島県市議会議長会臨時会（三次市）
11日 広報広聴特別委員会
15日 決算特別委員会
16日 中国治水期成同盟会連合会等中央要望（東京都）
17日 決算特別委員会
18日 決算特別委員会
28日 議会改革特別委員会
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総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容

源
が
必
要
と
な
る
の
で
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。
た
だ
し
、
土
曜
日
の
副
食

費
に
つ
い
て
は
、
保
育
所
の
利
用
者
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
市
で
負
担
す
る
こ
と
と

し
、
保
護
者
負
担
は
、
国
の
基
準
月
額

４
５
０
０
円
よ
り
低
い
、
月
額
４
０
０
０

円
に
設
定
し
て
い
る
。

Ｑ　
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
収
入
は
、
平
成

29
年
度
決
算
が
約
５
３
０
０
万
円
、
平

成
30
年
度
決
算
が
約
６
１
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
た
が
、
令
和
元
年
度
は
約

１
０
０
０
万
円
を
減
額
す
る
理
由
に
つ
い

て
問
う
。

Ａ　
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
の
未
処
分
利
益

剰
余
金
は
、
平
成
29
年
度
と
比
べ
て
増

額
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
今
後
に
備
え

て
、
建
設
改
良
積
立
金
へ
の
積
立
等
を
し

た
残
り
の
部
分
が
大
竹
市
・
廿
日
市
市
の

配
分
金
と
な
っ
て
い
る
。
配
分
金
の
総
額

自
体
は
、
昨
年
よ
り
少
し
減
少
し
て
い
る

が
、
安
定
し
て
配
分
さ
れ
て
い
る
。

●�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
大
竹
会
館
改
築
等
工
事
（
建
築
主

体
工
事
・
電
気
設
備
工
事
・
機
械
設

備
工
事
））

Ｑ　
豪
雨
災
害
な
ど
様
々
な
要
因
に
よ
っ

●
令
和
元
年
度
大
竹
市
一
般
会
計

�

補
正
予
算
（
第
２
号
）

Ｑ　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
が
か
な
り
順

調
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、

そ
の
理
由
と
直
近
で
把
握
し
て
い
る
総
額
、

今
年
度
の
見
込
み
総
額
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
の
総

額
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
が
、
現
状
は
昨
年

８
月
末
と
比
べ
約
２
倍
の
額
と
な
っ
て
お

り
、
総
額
は
約
３
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
返
礼
品
の
開
発
や
サ
イ
ト
数
を

増
や
し
て
き
た
こ
と
の
ほ
か
、
本
市
で
は

過
去
か
ら
総
務
省
の
ル
ー
ル
を
順
守
し
て

お
り
、
金
額
や
品
目
に
変
更
が
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
副
食
費
の
保
護
者
負
担
金
が
免
除
と

な
る
人
数
の
割
合
と
、
対
象
外
の
子
ど
も

に
つ
い
て
も
市
の
独
自
財
源
で
無
償
に
す

る
考
え
は
な
い
か
問
う
。

Ａ　
現
在
、
３
９
９
名
の
約
２
割
に
当
た

る
80
名
が
免
除
対
象
と
な
る
。
全
て
の

子
ど
も
の
副
食
費
を
無
償
化
す
る
に
は
財

て
人
材
、
資
材
不
足
な
ど
の
状
況
が
あ
る

な
か
、
こ
の
工
事
の
計
画
が
遅
延
す
る
こ

と
は
無
い
の
か
問
う
。

Ａ　
資
材
や
人
材
等
が
不
足
す
る
社
会
情

勢
に
あ
り
、
工
事
に
影
響
す
る
可
能
性
が

極
め
て
高
い
。
工
期
内
に
完
了
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
新
会
館
の
完
成
前
に
既

存
の
旧
館
及
び
新
館
の
解
体
に
着
手
せ
ざ

る
を
得
な
い
場
合
も
あ
る
。

Ｑ　
高
額
な
工
事
請
負
契
約
で
あ
る
が
、

前
払
金
は
通
常
の
上
限
金
額
の
ま
ま
で
あ

る
の
か
問
う
。

Ａ　
業
者
の
前
払
金
を
特
別
に
増
や
す
予

定
は
な
く
、
契
約
金
額
の
40
％
以
内
で
、

６
０
０
０
万
円
を
限
度
と
し
て
い
る
。

Ｑ　
建
築
主
体
工
事
が
落
札
率
99
・
９
％

と
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
に
近
い
が
、
こ
の
よ

う
な
結
果
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
問
う
。

　
Ａ　
予
定
価
格
を
事
前
に
公
表
し
て
お
り
、

応
札
者
は
そ
れ
を
見
て
入
札
し
て
い
る
た

め
、
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

●
そ
の
他
の
議
案　
５
件

※
採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

�

原
案
の
と
お
り
可
決

　
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

大竹会館外観イメージ図

第 3 回  定 例 会
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生
活
環
境
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容

●
大
竹
市
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に

お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Ｑ　
本
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
課
税
免
除

の
取
り
消
し
事
由
に
つ
い
て
、
第
５
条
第

５
号
で
は
『
事
業
を
廃
止
し
た
と
き
又
は

連
続
し
て
１
年
以
上
休
止
し
た
と
き
』
と

さ
れ
て
い
る
。

　
本
条
例
の
指
定
区
域
は
離
島
で
あ
り
、

災
害
や
事
故
又
は
漁
期
の
関
係
等
で
、
や

む
な
く
１
年
以
上
事
業
が
休
止
と
な
る
場

合
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
際
の
対
応

へ
の
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

●�
平
成
30
年
度
大
竹
市
水
道
事
業
会
計

剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
・
平
成
30
年
度
大
竹
市
公
共

下
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及

び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
・
平
成
30

年
度
大
竹
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

Ｑ　
水
道
事
業
会
計
決
算
に
お
け
る
船
舶

用
の
有
収
水
量
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度

は
、
平
成
29
年
度
と
比
較
し
て
約
20
％
減

少
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
『
市
政
の
あ
ら
ま
し
』
に
記

載
の
、
大
竹
港
の
け
い
船
料
の
収
入
は
、

平
成
30
年
度
は
平
成
29
年
度
と
比
較
し
て

約
７
・
８
％
増
加
し
て
い
る
。
船
舶
の
寄

港
は
増
加
し
て
い
る
の
に
、
船
舶
へ
の
給

水
が
減
少
し
た
原
因
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　
船
舶
代
理
店
の
一
社
が
手
配
す
る
外

航
石
炭
船
の
大
竹
港
へ
の
入
港
が
減
少
し

て
お
り
、
平
成
30
年
度
に
給
水
の
実
績
が

な
か
っ
た
。

　
外
航
の
船
は
一
度
に
大
量
の
給
水
を
行

う
た
め
、
そ
の
影
響
に
よ
る
も
の
が
原
因

と
考
え
て
い
る
。

Ａ　
平
成
31
年
３
月
に
『
離
島
の
振
興
を

促
進
す
る
た
め
の
大
竹
市
に
お
け
る
産
業

の
振
興
に
関
す
る
計
画
』
を
策
定
し
て
い

る
。

　
経
済
産
業
省
な
ど
、
関
係
各
省
の
大
臣

の
認
定
を
う
け
、
本
計
画
に
係
る
区
域
の

指
定
の
告
示
が
６
月
14
日
に
あ
り
、
阿
多

田
島
が
租
税
特
別
措
置
の
対
象
に
な
っ
た
。

　
計
画
に
掲
げ
る
『
阿
多
田
島
に
お
け
る

産
業
の
維
持
・
活
性
化
』
に
向
け
た
具
体

的
な
施
策
と
し
て
、
固
定
資
産
税
の
優
遇

を
す
る
た
め
に
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
課
税
免
除
は
『
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
る
』
規
程
と
し
て
い
る
た
め
、
災

害
等
の
場
合
に
は
、
事
情
を
考
慮
し
た
対

応
が
可
能
と
考
え
て
い
る
。

●
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

Ｑ　
本
条
例
で
は
、
災
害
援
護
資
金
の
貸

付
と
、
貸
付
を
受
け
る
際
の
保
証
人
に
つ

い
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　
災
害
援
護
資
金
に
つ
い
て
は
、
従
来

か
ら
、
『
保
証
人
を
立
て
る
こ
と
』
に
つ

い
て
規
定
し
て
い
る
。

　
利
率
は
、
条
例
で
は
『
保
証
人
を
立
て

る
場
合
は
、
無
利
子
』
で
、
『
保
証
人
を

立
て
な
い
場
合
は
年
３
％
以
内
で
市
長
が

別
に
定
め
る
率
』
と
し
て
い
る
が
、
実
際

に
は
施
行
規
則
に
よ
っ
て
『
年
１
％
』
と

規
定
し
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
議
案　
１
件

※
採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

�

原
案
の
と
お
り
可
決

　
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

生活環境委員会での審議の様子

大竹港に停泊する船舶

第３回定例会は、令和元年９月４日～９月27日の24日間行われました。
詳細については、令和元年12月ごろに本会議録が製本されますので、市ホームページ、
市情報公開コーナー、図書館等でご覧ください。市ホームページから録画中継もご覧いただけます。

2019（令和元年）.11　市議会だより 7



日域　究
　●小学校、中学校の学校選択制の不備の修正を
　●�財政状況が、天国から地獄へ転落した大竹市の平
成を振り返って

小中　真樹雄
　●奨学金は貸与型から給付型へ移行を
　●図書購入費の増額を
　●地域おこし協力隊員の配置を

原田　孝徳
　●�運転免許証返納問題と公共交通のあり方、それに

伴う諸問題

山本　孝三
　●ダム放流による災害の防止について
　●国保料の減免・軽減について

山崎　年一
　●大規模太陽光発電開発の現状と課題を問う

　
　

義
務
教
育
の
小
中
学
校
は
、
教

育
委
員
会
が
指
定
し
た
学
校
に
通
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

事
情
に
よ
っ
て
そ
れ
以
外
の
学
校
に

通
い
た
い
場
合
は
、
入
学
前
の
決
め

ら
れ
た
時
期
に
学
校
選
択
を
申
し
出

れ
ば
、
指
定
校
以
外
の
学
校
を
選
ぶ

こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
、

学
齢
期
に
達
し
た
子
が
市
外
か
ら
転

入
し
た
場
合
は
、
選
択
は
出
来
ま
せ

ん
。
そ
の
場
合
に
学
校
選
択
が
出
来

る
未
就
学
の
弟
妹
が
い
れ
ば
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
。

　

多
く
の
子
が
学
校
選
択
を
し
て
い

る
地
区
に
引
っ
越
し
て
き
た
場
合
、

兄
弟
揃
っ
て
近
所
の
子
と
は
違
う
学

校
へ
通
う
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と

も
兄
と
弟
が
別
の
学
校
に
通
う
の
で

し
ょ
う
か
。
何
れ
に
し
て
も
不
自
然

で
す
。
学
齢
に
達
し
た
転
入
児
も
、

学
校
選
択
が
出
来
る
様
に
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
が
、
如
何
で
す
か
。

　
　

教
育
長　
学
校
選
択
制
度
は
、
小
・

中
学
校
の
第
１
学
年
入
学
予
定
者
の
み
が

対
象
と
な
っ
て
お
り
、
入
学
済
の
児
童
生

徒
が
指
定
学
校
以
外
の
学
校
へ
就
学
す
る

に
は
、「
指
定
学
校
変
更
の
申
立
て
」
と

い
う
別
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
申
立
て
は
、
市
内
転
居
後
に
、
転

居
前
の
住
所
地
の
指
定
学
校
に
通
学
し
続

け
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
や
、
希
望
す

る
部
活
動
の
あ
る
学
校
へ
の
就
学
を
希
望

す
る
場
合
な
ど
が
主
な
理
由
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
市
外
か
ら
転
入
し
た
場
合
の
指

定
学
校
変
更
に
つ
い
て
は
、
規
定
を
設
け

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ご
意
見
の
と
お
り
、
入
学
時
だ
け
で
な

く
、
転
入
し
た
児
童
生
徒
に
も
、
学
校
を

選
択
で
き
る
機
会
を
設
け
る
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
の
で
、
今
後
、
関
係
規
則
及
び
実

施
要
綱
等
を
見
直
し
ま
す
。

日域　　究

学
校
選
択
制
の
不
備
の
修
正
を

問

答

学区をこえて元気に通学する小学生
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こ
こ
数
年
、
後
期
高
齢
者
に
よ

る
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
、
免
許

証
を
自
主
返
納
す
る
動
き
が
社
会
問

題
化
し
て
い
る
。
運
転
免
許
証
返
納

問
題
は
、
単
に
公
共
交
通
を
整
備
す

る
、
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
が
、
こ

い
こ
い
バ
ス
の
延
伸
、
ル
ー
ト
の
見

直
し
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。
市
内
を
あ
る
程
度
巡
回
し
、

も
っ
と
多
く
の
市
民
に
利
用
し
や
す

い
も
の
に
す
れ
ば
、
こ
の
街
の
サ
イ

ズ
か
ら
し
て
、
こ
い
こ
い
バ
ス
だ
け

で
十
分
だ
が
、
深
慮
遠
謀
な
議
論
が

大
切
で
あ
る
。

　

来
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
で
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
気
運
が
高
ま

る
。
本
市
も
こ
れ
を
推
進
し
、
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
具
現
化
さ
せ

る
こ
と
が
、
住
み
た
い
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
感
じ
る
ま
ち
、
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

ル
ー
ト
を
延
伸
し
た
場
合
、
現
在
の

車
両
台
数
で
は
運
行
間
隔
が
空
き
、
利
便

性
が
低
下
し
ま
す
。
ま
た
、
現
行
の
運
行

間
隔
を
維
持
又
は
短
縮
し
よ
う
と
す
れ
ば

車
両
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
、
経
費
が
増

大
し
ま
す
。
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
調
査
で
は
、

ル
ー
ト
の
満
足
度
は
約
49
％
と
、
一
定
の

評
価
は
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
運
行
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
実
態
や
ニ
ー
ズ
な
ど
に
合
わ

な
く
な
っ
て
き
た
場
合
は
、
住
民
・
交
通

事
業
者
・
市
で
協
議
し
、
必
要
な
改
善
策

を
検
討
・
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
歩
道
の
段
差
解
消
や
勾
配
修
正
な
ど
、

短
期
間
に
全
て
を
改
良
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
危
険
度
や
交
通
量
、
市
道
の

工
事
計
画
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
順
次

整
備
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
大
竹
駅
周

辺
施
設
な
ど
新
た
な
施
設
の
整
備
、
改
良

の
際
に
は
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮

し
た
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

消
費
税
ア
ッ
プ
と
引
き
換
え
に

大
学
無
償
化
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、

所
得
制
限
が
厳
し
く
、
中
間
層
へ
の

配
慮
が
あ
り
ま
せ
ん
。
本
市
の
奨
学

金
制
度
を
貸
与
型
か
ら
給
付
型
に
移

行
し
て
は
。

　
　

阿
多
田
地
区
と
栗
谷
地
区
に
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
配
置
し
、
地

域
活
性
化
と
定
住
促
進
を
め
ざ
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　

人
気
の
最
新
刊
の
本
が
で
き
る

だ
け
早
く
読
め
る
よ
う
に
、
図
書
購

入
費
の
増
額
を
切
に
要
望
し
ま
す
。

　
　

教
育
長　
給
付
型
へ
の
移
行
は
、
財

政
状
況
を
踏
ま
え
る
と
現
状
で
は
難
し
い

と
考
え
ま
す
。
本
市
に
２
年
間
居
住
を
続

け
る
奨
学
生
に
は
返
還
を
免
除
し
て
お
り
、

現
制
度
で
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
　

地
域
で
は
、
す
で
に
様
々
な
形
で
自

主
的
・
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
人
材
を
望
ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
活
用
を
含
め

た
支
援
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　
　

教
育
長　
近
隣
他
市
町
の
状
況
や
、

市
民
の
皆
様
の
満
足
度
な
ど
を
勘
案
し
、

適
切
な
予
算
額
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

原田　孝徳

小中真樹雄

奨
学
金
は
貸
与
型
か
ら

�

給
付
型
へ
の
移
行
を
考
え
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の�

配
置
で

�

活
性
化
の
実
現
を

図
書
館
の
図
書
購
入
費
の

�

増
額
を
切
に
要
望
し
ま
す

免
許
証
返
納
問
題
と

�

公
共
交
通
の
あ
り
方
、
諸
問
題

問

問

問

答

答

答

問

答

借りたい本を探す来館者
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大
竹
市
内
に
あ
る
渡
の
瀬
ダ
ム
・

小
瀬
川
ダ
ム
・
弥
栄
ダ
ム
の
ダ
ム
放

流
規
定
は
改
善
・
見
直
し
が
さ
れ
ま

し
た
か
。

　
　

弥
栄
ダ
ム
の
上
流
で
大
規
模
な

森
林
伐
採
に
よ
る
太
陽
光
発
電
施
設

の
建
設
に
伴
い
、
ダ
ム
湖
の
水
質

汚
染
や
生
活
水
の
汚
染
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
の
環
境
影
響
評
価
条

例
は
３
万
ｋ
Ｗ
以
上
が
規
制
対
象
で
、

広
島
県
の
規
制
条
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
市
に
関
連
す
る
３
か
所
の
太
陽
光

発
電
の
規
模
は
３
万
ｋ
Ｗ
以
下
で
す
。

法
の
網
を
抜
け
な
い
よ
う
、
環
境
影

響
評
価
条
例
を
制
定
し
規
制
を
か
け

る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

　

住
民
は
、
生
活
環
境
が
破
壊
さ
れ

る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。
住
民

の
安
心
安
全
な
生
活
を
守
る
条
例
の

制
定
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
県
に

検
討
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
」
と
い

う
姿
勢
で
は
な
く
、
太
陽
光
発
電
事

業
が
地
域
住
民
と
共
生
で
き
る
よ
う

環
境
影
響
評
価
条
例
を
制
定
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

　
　

国
保
保
険
加
入
者
の
多
く
が
年

金
生
活
者
・
非
正
規
労
働
者
・
自
営

業
で
、
収
入
所
得
も
少
な
く
、
毎
年

の
よ
う
に
保
険
料
負
担
が
増
え
、
払

い
た
く
て
も
払
え
な
い
状
況
が
深
刻

で
す
。
特
に
、
均
等
割
は
収
入
・
所

得
が
な
い
子
ど
も
も
含
め
，
世
帯
の

人
数
に
応
じ
て
賦
課
さ
れ
ま
す
。
全

国
的
に
み
れ
ば
、
す
で
に
軽
減
の
措

置
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
が
あ
り
、

大
竹
市
も
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
収
入
・
所
得
に

応
じ
た
保
険
料
に
す
る
よ
う
累
進
性

を
高
め
る
べ
き
で
す
。

　
　

平
成
25
年
度
以
降
、
弥
栄
ダ
ム
で
は

洪
水
時
の
放
流
量
を
規
定
よ
り
減
ら
す
操

作
が
で
き
る
よ
う
運
用
を
見
直
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
の
６
月
か
ら
事
前
放
流

の
運
用
を
始
め
て
お
り
、
ダ
ム
下
流
域
へ

の
浸
水
被
害
の
軽
減
や
、
よ
り
多
く
の
避

難
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
小
瀬
川
ダ
ム
は
貯
水
量
が
小
さ

い
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
事
前
放

流
は
考
え
て
い
な
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
渡
ノ
瀬
ダ
ム
は
利
水
専
用
の
ダ
ム

で
あ
り
、
治
水
と
し
て
の
調
整
機
能
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
　

議
員
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

事
業
者
が
適
正
な
管
理
、
運
営
を
怠
っ
た

場
合
に
は
、
水
質
が
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
度
の
林
地
開
発
で
は
、

許
可
権
者
で
あ
る
広
島
県
へ
、
事
業
者
に

対
し
周
辺
地
域
の
環
境
保
全
へ
の
対
応
を

す
る
よ
う
申
出
を
し
て
い
ま
す
。

　

広
島
県
で
は
、
国
の
動
き
を
受
け
、
太

陽
光
発
電
事
業
を
評
価
の
対
象
と
す
る
か

も
含
め
、
県
の
環
境
影
響
評
価
条
例
を
改

正
す
る
か
検
討
中
と
の
こ
と
で
す
。

　
市
と
し
て
も
、
太
陽
光
発
電
事
業
の
環

境
保
全
対
策
と
し
て
、
独
自
の
環
境
影
響

評
価
条
例
等
を
定
め
て
い
る
自
治
体
の
状

況
や
県
内
他
市
町
の
太
陽
光
発
電
事
業
の

状
況
等
の
情
報
を
収
集
中
で
す
。
引
き
続

き
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
適

切
か
つ
効
果
的
な
環
境
保
全
の
手
法
を
研

究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山本　孝三

ダ
ム
放
流
に
よ
る

�

災
害
の
防
止
に
つ
い
て

国
保
料
の
減
免
・
軽
減
に
つ
い
て

山崎　年一

弥
栄
ダ
ム
湖
の
水
質
汚
染
を
問
う

　
　
県
内
全
市
町
が
保
険
料
率
統
一
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
な
か
で
、
激
変

緩
和
の
目
的
以
外
で
の
軽
減
策
は
適
切
で

な
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
・

県
か
ら
の
財
政
支
援
も
見
込
め
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
の
数
に
よ
り
負
担
が
増
加
す
る

仕
組
み
の
改
善
に
は
、
国
で
の
制
度
化
が

必
要
と
考
え
て
お
り
、
全
国
市
長
会
を
通

じ
て
、
早
期
実
現
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問

問

答

答

問
答

高祖川から弥栄ダムへ流入
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議　案　な　ど
細
川
雅
子

藤
川
和
弘

原
田
孝
徳

小
中
真
樹
雄

中
川
智
之

小
田
上
尚
典

賀
屋
幸
治

北
地
範
久

西
村
一
啓

和
田
芳
弘

網
谷
芳
孝

児
玉
朋
也

山
崎
年
一

日
域
　
究

寺
岡
公
章

山
本
孝
三
審議結果

議案第41号
大竹市離島振興対策実施地域
における固定資産税の課税免除
に関する条例の制定について

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第47号 災害弔慰金の支給等に関する
条例の一部改正について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第48号

大竹市特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例及び大
竹市特定教育・保育施設及び特
定地域型保育事業の利用者負
担等に関する条例の一部改正
について

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第52号 令和元年度大竹市一般会計補
正予算（第２号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第３回市議会（定例会）　議案の審議結果表（主な議案）

この表は本会議で採決のあと、本人の申告にもとづいて作成したものです。　　―: 議長　○ : 賛成　●：反対

意見書・陳情名 
意見書・陳情提出者名 要　旨 ○付託委員会　●委員会の討論

【委員会の結果】 【本会議の結果】

少人数学級の推進などの定
数改善、義務教育費国庫負
担制度２分の１復元に係る
意見書採択についての請願

連合広島大竹・廿日市地域協議会
議長　　小玉 健次郎
広島県教職員組合大竹廿日市支区
支区委員長　川尻 和浩

　社会状況等の変化により学校は、一人一人の子
どもに対するきめ細かな対応が必要となってる。
　こうしたことの解決に向けて、計画的な定数改
善が必要である。
　子どもたちが全国どこに住んでいても、機会均
等に一定水準の教育を受けられることが憲法上の
要請であるが、教育条件格差も生じている。
　ついては、少人数学級の推進などの定数改善、義
務教育費国庫負担制度２分の１復元に向けて、意見
書を政府に送付してほしい。

○総務文教委員会

●「少人数学級の推進について、国
に要望していくため、今回のよう
な請願の審査の機会などを捉え
て、有権者の皆さんに実態を知っ
てもらうように努める必要があ
る。議会側から関係機関に意見
書を送付する取り組みは大事で
あるため、採択すべき」

【採択】

【採択】

大竹市栗谷町谷和地区での大
規模太陽光（ソーラーパネル）
発電所建設計画反対に関する
陳情

大竹市栗谷町谷和甲２１８番地
谷和自治会長　二井 博文
� ほか２４名

①発電建設用地は弥栄ダムの水源
②�弥栄ダムは生活用水で飲料水になり、広範囲に
給水される。
③�大規模の工事は、異常気象や想定外の大雨に
は対処できない。
④�大野町嵐谷太陽光発電所の土砂崩れの二の舞
になる。
⑤�建設地は山の中で工事の様子が不透明になる。
⑥�大規模に自然が破壊され、生態系が崩れる。
⑦�発電所が建設されれば、発電維持のため除草剤
などの散布
⑧�ソーラーパネルの最終処分時、大量の産業廃棄
物が出て処分ができない。
⑨�ソーラーパネルの破損は、有害物質の流失
⑩�発電終了後の展望がなく、不明で産業廃棄物処
理場の可能性
⑪�次世代に取り返しのつかない汚点を残す。
　上記１１項目を考え、太陽光発電所建設をするべ
きでないと決議してほしい。

○総務文教委員会 【継続審査】

陳情・請願・意見書
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意見書（抜粋）
　将来を担い、社会の基盤づくりにつながる子どもたちへの教育は極めて重要です。子どもや若者
の学びを切れ目なく支援し、人材育成・創出から雇用・就業の拡大につなげる必要があります。
　よって、政府におかれましては2020年度の予算編成に当たり、次の事項について実施されます
よう要望します。

記

1．�少人数学級を推進すること。具体的学級規模は、ＯＥＣＤ諸国並みのゆたかな教育環境を整備す
るため、30人以下学級とすること。

２．�教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに、国負
担割合を２分の1に復元すること。

以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　令和元年９月27日
� 大　竹　市　議　会

（提出先）内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣

請
願
や
陳
情
の
提
出
方
法

　
ど
な
た
で
も
市
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を
直
接
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
議
会
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① 

請
願
と
陳
情
の
違
い
　

　
請
願 

は
、
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
後
、
本
会
議
で
採
択
（
請
願
に
賛
成
）
か
不
採

択
（
賛
成
で
き
な
い
）
か
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

※
請
願
書
の
提
出
に
は
、
市
議
会
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

　
陳
情 

は
、
市
民
、
市
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
方
、
市
内
の
各
種
団
体
に
所
属
す
る

方
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
市
政
に
直
接
関
係
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
委
員
会

で
審
査
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
本
会
議
で
審
議
さ
れ
、
採
択
か
不
採
択
か
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

委
員
会
で
審
査
さ
れ
な
い
陳
情
書
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
議
員
に
写
し
を

配
布
し
ま
す
。

② 

書
き
方　

�

※
陳
情
書
の
場
合
、
紹
介
議
員
の
欄
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

③ 
提
出
先　

　
市
役
所
５
階
の
議
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
前
に
、
お
電
話
で
の
ご
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
☎
５
９
‐
２
１
８
３
）

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
議
会
事
務
局
→
請
願・陳
情
に
つ
い
て
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

件　名
令和　年　月　日

大竹市議会議長　　　　　様
住　所　　　　　　　
氏　名　　　　　　㊞
紹介議員　　　　　㊞

趣旨

項目・
　　・
　　・
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「市政のあらまし（令和元年版）」を販売しています。（１冊1,000円）
市のあゆみ、人口規模や予算・決算状況をはじめ、市の業務全般にわたる状況が集約されて
います。
議会事務局（市役所５階）で販売しています。
大竹市情報公開コーナー、図書館等でも閲覧できます。

議
会
を

�

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

車
い
す
の
方
等
も

�

傍
聴
で
き
ま
す

　

市
議
会
で
は
、
予
算
や
条
例
を
は
じ
め
行
政
に
対
す
る

一
般
質
問
な
ど
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
審

議
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
、
委
員
会
と
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
議
会
が

ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

本
会
議
場
に
車
い
す
等
傍
聴
席
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ご
利
用
の
際
は
、
市
役
所
５
階
の
議
会
事
務
局
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

12
月
議
会
日
程（
予
定
）

　
本　
会　
議�

12
月
３
日
（
火
）

　
　
　
〃　
　
（
予
備
日
）�

12
月
４
日
（
水
）

　
常
任
委
員
会�

12
月
５
日
（
木
）

　
　
　
〃�

12
月
６
日
（
金
）

　
特
別
委
員
会�

12
月
９
日
（
月
）

　
本　
会　
議　

�

12
月
17
日
（
火
）

車いす等傍聴席からの本会議場の様子
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市
議
会
だ
よ
り
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第26回のインタビューは、「玖波中学校生徒会」生徒会長　神田晃輝さんです。

広
報
広
聴
特
別
委
員

　
委 

員 

長�

北
　
地
　
範
　
久

　
副
委
員
長�

小
田
上
　
尚
　
典

�

藤
　
川
　
和
　
弘

�

原
　
田
　
孝
　
徳

�

小
　
中
　
真
樹
雄

�

中
　
川
　
智
　
之

�

日
　
域
　
　
　
究

　

こ
の
度
の
議
会
改
選
に
よ
り
、
広
報

広
聴
特
別
委
員
会
も
新
し
く
議
員
に

な
っ
た
4
人
も
含
め
、7
人
の
メ
ン
バ
ー

が
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
笑
顔�

元
気�

か
が
や
く
大
竹
」を
テ
ー

マ
に
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
や
疑
問
に

答
え
る
こ
と
が
で
き
る
議
会
と
な
る
よ

う
、
議
会
や
各
委
員
会
で
の
審
議
内
容

や
市
民
の
皆
様
の
情
報
な
ど
、
活
動
を

よ
り
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
、
市
民
の

皆
様
と
情
報
が
共
有
で
き
、
懸
け
橋
と

な
り
お
伝
え
で
き
る
よ
う
努
力
し
、
充

実
し
た
議
会
だ
よ
り
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
本
会
議
場
に
は
、
車
い
す
対
応

の
傍
聴
席
が
で
き
、
さ
っ
そ
く
利
用
し

て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
議
会
フ
ロ
ア
ー

に
は
多
目
的
ト
イ
レ
も
設
置
さ
れ
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
も
ぜ
ひ
傍
聴
に
来
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
意
見
や
ご
感
想
を
是
非
お

寄
せ
頂
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

目
標
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
あ
り
ま
す
か
？

　
「ＣHANG

Ｅ&ＣHALLＥNG
Ｅ

～
自
分�

の
可
能
性
を
信
じ
て
～
」
と
掲
げ
、
日
頃

の
挨
拶
の
徹
底
な
ど
、
何
事
に
も
自
分
の

可
能
性
を
信
じ
、
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
思

い
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

玖
波
中
の
伝
統
や
受
け
継
が
れ
て
い
る
も

の
を
教
え
て
下
さ
い

　
学
年
や
男
女
の
垣
根
を
超
え
て
仲
が
よ

く
、
み
ん
な
で
積
極
的
に
地
域
活
動
や
学

校
行
事
に
取
り
組
む
姿
勢
が
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

　
生
徒
会
で
は
毎
年
、
新
入
生
歓
迎
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
演
劇
を
行
っ
て
い
て
、

今
年
の
文
化
祭
で
も
盛
り
上
げ
る
た
め
に

演
劇
を
行
い
ま
す
。

生
徒
会
活
動
の「CHANGE&CHALLENGE

」 

し
た
こ
と
は
？

　
週
一
回
、
朝
の
挨
拶
運
動
を
し
て
お
り
、

４
つ
あ
る
委
員
会
ご
と
に
毎
月
目
標
を
決

め
て
、
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
年
度
か
ら
委
員
会
の
仕
組

み
を
変
え
、
し
っ
か
り
話
し
合
い
の
時
間

を
持
つ
よ
う
に
し
て
、
生
徒
会
内
で
の
意

見
を
出
し
合
う
機
会
を
増
や
し
ま
し
た
。

読
者
に
一
言
！

　
玖
波
中
学
校
の
、
み
ん
な
仲
が
良
く
、

様
々
な
活
動
を
率
先
し
て
行
っ
て
い
く
伝

統
を
大
切
に
引
き
継
い
で
い
ま
す
！

　
こ
れ
か
ら
も
明
る
く
楽
し
い
学
校
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
！

生徒会役員のみなさん

発
行
・
令
和
元
年
11
月
１
日　

大
竹
市
議
会　

広
島
県
大
竹
市
小
方
一
丁
目
11-

１　
　

℡ 

0
8
2
7
－
5
9-
2
1
8
3

第
26回

ス
マ
イ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ああ
とと
がが
きき

市議会だより　2019（令和元年）.1114


